
姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 だ よ り 

 
緑の⾃然のごとく あしたをひらく豊かな⼼  緑の若葉のごとく あしたを創る確かな学⼒  緑の⼤樹のごとく あしたを担うたくましい⾝体 

新たな目標に向けて  
姶良・伊佐教育事務所長  児玉 恭子 

春の陽気に包まれ，桜や菜の花の美しい色に気持ちも明るくなる季節になりました。別れの

寂しさもありますが，新しい出会いにわくわくする季節でもあります。私たち教育事務所も，今，令和

４年度を振り返り，令和５年度はどんな年にしようかと頭をひねっております。この１年皆様から得た

情報，よい取組，課題を再度確認した上で，本地区の課題解決と子供たちのさらなる成長のために

何ができるのか，思案しなければならない大事な季節であると考えております。 

今回は，これから私たちが目指すべき教育の方向性について，考えたいと思います。５年毎に

見直される「教育振興基本計画」。鹿児島県の今期計画は令和５年度までですが，国の計画は，

現在見直し中です。検討の中で示されているのはこれからの人材に求められる資質や能力。資質

としては，「主体性」「チームワーク・リーダーシップ・協調性」や「学び続ける力」。能力として

は，「課題設定・解決能力」「論理的思考力」や「創造力」など。推進計画にはこれらの新しい

時代に求められる資質・能力の育成に向けて，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

をさらに推進することや，その成果を確認するための「指標」についても記載されます。例えば， 

○ 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は増加しているか 

○ 調査の結果を分析し，具体的な教育指導の改善に活用した学校の割合は増加しているか 

○ 授業において，児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し，その解決に向けて話し合い， 

まとめ，表現するなどの学習活動を取り入れた学校の割合は増加しているか   など・・・ 

私たちも，このような大きな方向性を踏まえた上で，具体的な指標を持って今後の教育活動に

取り組んでいく必要があります。本号では，定着度調査から見える課題，学力向上に向けた学校

での研究や研修の在り方，心豊かな子供たちの成長や先生方の学びを支える観点から記事を掲載

しております。思いを共有して準備に取り組み，明るい令和５年度を迎えられればと思います。 

令 和 ５ 年 ３ ⽉ 号            

 

 今後の教育政策に関する５つの基本的な方針 
① グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 
② 誰一人取り残さず，全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に 

 向けた教育の推進 
③ 地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 
④ 教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進 
⑤ 計画の実効性確保のための基盤整備・対話 
            ＜中教審答申（次期教育振興基本計画について）より一部抜粋＞  

 

 

GIGAスクール構想の実現を目指した県全体のICT活用の充実を図るため

に整備されたMicrosoft Teamsを使った情報交流のためのプラットフォーム

「KagoGIGA情報交流室」をご存知ですか。ICT活用に係る最新情報や研修

会等の情報提供，教員相互に相談やデータの共有等ができます。 

【コンテンツ】  

教職員のためのKagoGIGA情報交流室の登録をお願いします！ 

  「KagoGIGA情報交流室」に登録

し，ICTに関する情報交流をしてみま

せんか？ 

登録方法「Microsoft Teams」 

「チームに参加，またはチームを作成」 

「コードを使用してチームに参加します」 

「コードを入力」 

コードや登録の詳細については，  

学校にお尋ねください。 



 令和４年度 地区指定研究協力校（７校）の取組  

湧 水 町 立 轟 小 学 校 湧 水 町 立 栗 野 中 学 校 姶 良市立 柁城 小学 校 霧島市立牧之原中学校 

道徳教育（地区道徳教育研修会） 
多面的・多角的に考えて議

論し，学びを深め合う子ども
の育成 
～言葉の力を磨き，深く学ぶための取

組を通して～ 〔R４．６．28公開〕 

道徳教育（地区道徳教育研修会） 

生徒の道徳的な判断力，心
情，実践意欲と態度を育てる

授業の在り方 〔R4.7.6公開〕 

学力向上（ICT活用） 

学ぶ意欲を高め，確かな学

力を育成する学習指導法の

研究 

～主体的・対話的で深い学びにつな

がるＩＣＴ機器の効率的・効果的

な活用を通して～ 

  〔Ｒ４．１０．２７公開〕 
 

学力向上 

自ら学び考えを深め合う生

徒の育成 
～「学習の構え」の確立と「論理的

思考力」の育成を目指して～ 

 〔Ｒ４．11．１０公開〕 

霧 島 市立 安 良小 学校 姶良市立松原なぎさ小学校 伊 佐市立 山野 小学 校    研究内容や公開授業

の様子を姶良・伊佐教育

事務所HPに掲載してい

ます。ぜひご覧 

ください。  

学力向上 
自ら学び，考え，表現するこ

とのできる子どもの育成 
～少人数・複式学級における新た

な学びのカタチ～   
  〔Ｒ４．２．９公開〕 

 

 

 

 

 

 

 ※ 姶良・伊佐教育事務所HP 令和

3年度地区研究公開ページに掲載 

学力向上 

主体的に考え，他者と協働し

て学びを高める子どもの育成 

～「書く活動」に着目した学習指

導を通して～ 〔Ｒ５．２．９公開〕 

 

読書指導（県指定） 

子どもが本を身近に感じ，

自ら読書に親しむ態度の育成 

～国語科を中心とした単元構想

の工夫と多様な読書活動の取組

を通して～ 〔Ｒ５．２．１７公開〕 

 
令和４年度  鹿児島学習定着度調査の結果から 

取組のポイント 

○ 合い言葉は教員も子どもも

「とにかく使ってみよう。」 

○ ＩＣＴを生かした学びの「可

視化」「個別化」「共有化」 

取組のポイント 

○ 多様な考えを引き出すタブ

レットの活用 「ロイロノートを

活用した意見交流」，「シンキン

グツールを活用した対話活動」 

○ 立場を意識した意見交流の

場の設定 「自分」「相手」「社

会」カードやシンキングツール

を活用した活発な意見交流 

取組のポイント 
新しい学びのカタチ（複式指

導における授業改善） 
○ 学びを高めるＩＣＴ活用 「ガイド

学習にロイロノートの機能を活用」 
○ 学びを広げる遠隔授業の活用

「多様な意見や考えに触れられる
他校との交流，合同学習」 

取組のポイント 

○ 書く活動に着目した授業づ

くり「なぎさペンタゴン」，「なぎ

さトライアングル」の活用 

○ 書く活動を支える環境づく

り「言葉の宝箱の掲示による

語彙力向上」，「様々な表現方

法に触れるための児童の振り

返りや児童の作品の掲示」 

取組のポイント 

○ 「牧中スタイル」の作成・実践

（学習の構え，じこかん） 

○ 思考を「つむぐタイム」（思考を

比較，関連付け，練り上げる対

話活動の工夫） 

○ 「＋1問」プラスワン（類似・応用

問題により「できた」と実感をも

たせる。） 

取組のポイント 

○ 年間指導計画や単元を通し

た 読 書 の位 置付 け（並行 読

書）  
○ 読書環境の充実（読書活動

の見 直 し，第二 図 書室 の設

置，図書掲示物の工夫）  

取組のポイント 
〇 主体的な意見表明を促す場面

設定や多様な意見表明の手段を

用いた「多面的・多角的な思考を促

す工夫」 

〇 ワークシートや振り返りシート等

による「自己の変容を実感させる工

夫」 

〇 アンケート機能や心情メーター

等による「ＩＣＴの活用」 

〇 教材・教具の共有化や情報発信

等による「道徳授業における取組」 



 令和５年度  姶良・伊佐地区コアスクールプロジェクト 



 

姶良・伊佐教育事務所員が紹介する 

私 の 元 気 の 出 る 言 葉 ⑪  

 この言葉は，ある先輩からいただいたお

手紙に書かれていた言葉です。 

 私は大変だな，しんどいなと思うことが

あると，ついネガティブな感情になってし

まいがちです。 

 でも，そんなときにこの言葉を思い出す

と，目に見える形では分からなくても，

きっとどこかで誰かのためになっている

はず，もう少し頑張ってみよう，そう思え

ます。 

 どんなことも無駄と思わず，誰かのため

に，小さな積み重ねを続けていきたいで

す。 （T.K） 

わたしも大切 あなたも大切 ～マスク着用の考え方が変わった今～ 

県教育委員会啓発資料 

「マスクをしていても，していなくても…」  

マスクの着用の考え方について （厚生労働省HPから一部抜粋）  

【令和5年３月13日から】 

個 人 の 主 体 的 な 選 択 を 尊 重 し ， 着 用 は 個 人 の 判 断 が 基 本 と な り ま す 。  
感染拡大防止対策として，マスクの着用が効果的である場合などについては，マスクの着用を推奨します。 

  参観日や行事の時に，保護者や地域

住民が学校に行く場合には，今までの

ようにマスクを着けるのだろうか？ 

 

★御意⾒・御感想をお待ちしています。 
 ☎︓0995-63-8137  ✉︓airaisa-shido@pref.kagoshima.lg.jp 

学校ではマスクを外し

たいけれど，周りのことが

気になってしまう。 

マスクなしの生活に慣れて

いないから，これからも着け

たままではいけないのかな？ 

人権が尊重される学習活動づくり，人間関係づくり，環境づくりを！！ 

児童生徒は，マスク着用の「今まで」と「これから」に対して，戸惑いや不安を抱いているかも 

しれません。 

○ マスクや対策についての丁寧な説明や情報発信 

○ 自他の人権についての理解の促進 

○ 自他の大切さを認めることができる人権感覚の育成 

などにより，マスク着用の有無によるいじめや偏見，差別がないよう適切に指導

を行う必要があります。 

 

児童生徒が自他の人権についてしっかりと理解し，人権を守るための実践行動ができる

ようにすることが重要です。人権感覚を育むには，「協力・参加・体験」を中核とした「体験的

な学習」などが効果的です。「体験的な学習」については，人権教育指導資料「仲間づくり」平成

30年度版及び令和2年度版をご覧ください。 


